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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】持ち運び時の振動や容器の傾きによって盛りつ
けた鮨の位置ずれを起こしにくい鮨用包装容器の容器本
体を提供すること。
【解決手段】複数の鮨13を収容する容器本体10と、外部
から鮨を視認可能で容器本体に被着させる蓋体とからな
る鮨用包装容器における容器本体10について、鮨13を載
置する底面部11に、１個づつ斜めに行列配置させる鮨の
間に入り込む上向き突出部14であって底面部11からの突
出高さを０．５ｍｍ～１５ｍｍ、より好ましくは２ｍｍ
～１５ｍｍとして鮨13のスライド移動を防止する鮨止突
起15を、隣接する鮨の鮨間を表示する仕切突起16とは別
に形成した。
【選択図】図１



(2) JP 2012-176773 A 2012.9.13

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の鮨を収容する容器本体と、外部から鮨を視認可能で容器本体に被着させる蓋体と
からなる鮨用包装容器における容器本体において、
　鮨を載置する底面部に、１個づつ斜めに行列配置させる鮨の間に入り込む上向き突出部
であって底面部からの突出高さを０．３ｍｍ～１５ｍｍ、より好ましくは２ｍｍ～１５ｍ
ｍとして鮨のスライド移動を防止する鮨止突起を形成したことを特徴とする容器本体。
【請求項２】
　鮨止突起を、上向き突出部であり隣接する鮨の鮨間を表示する仕切突起とは別に形成し
た請求項１記載の容器本体。
【請求項３】
　鮨止突起が、仕切突起よりも上方に突出している請求項１または請求項２記載の容器本
体。
【請求項４】
　鮨止突起が、短辺部分で隣接する鮨のその鮨間に入り込む突出部であり、仕切突起が、
長辺部分で隣接する鮨のその鮨間を表示する突出部である請求項１～請求項３何れか１項
記載の容器本体。
【請求項５】
　鮨止突起を仕切突起から離間して形成した請求項１～請求項４何れか１項記載の容器本
体。
【請求項６】
　鮨止突起が、短辺部分で隣接する鮨に対して長辺部分で隣接する鮨のその長辺に接触す
る突出部である請求項１～請求項５何れか１項記載の容器本体。
【請求項７】
　個々の鮨止突起が底面部から立て壁状に突出した形状であり、隣り合う鮨止突起どうし
が平面視で平行四辺形の対向する２辺に位置するように配置される請求項１～請求項６何
れか１項記載の容器本体。
【請求項８】
　底面部の周縁に壁部を設け、蓋体に係合する蓋体受け部よりは一段低く、鮨の下部に接
触可能な周縁段部をこの壁部に形成した請求項１～請求項７何れか１項記載の容器本体。
【請求項９】
　底面部から下向きに突出する脚部であって、底面部の一の対角上の角縁には底面部の二
辺に渡る角脚部を形成し、他の対角上の角縁近傍には底面部の長辺に沿う辺脚部を形成し
た請求項１～請求項８何れか１項記載の容器本体。
【請求項１０】
　底面部と脚部との境界全体に底面部より上向きに突出するせき部を設けた請求項９記載
の容器本体。
【請求項１１】
　底面部の周縁に蓋体に係合する蓋体受け部を設け、その蓋体受け部の四隅がその四隅の
近傍よりも上側に位置するように形成した請求項１～請求項１０何れか１項記載の容器本
体。
【請求項１２】
　複数の鮨を収容する容器本体と、外部から鮨を視認可能で容器本体に被着させる蓋体と
からなる鮨用包装容器において、
　容器本体が、請求項１～請求項１１何れか１項記載の容器本体であり、
　蓋体が、容器本体に収容される鮨の上方を覆う天井部に、鮨間に入り込む下向き突出部
を有する蓋体であって、
　平面視で蓋体に設けた下向き突出部と容器本体に設けた上向き突出部とが重なる位置に
形成されていることを特徴とする鮨用包装容器。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は販売用または持ち帰り用などとして用いられる握り鮨や押し鮨等を収容する鮨
用包装容器の容器本体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　コンビニエンスストアやスーパーマーケット等において利用され、販売用の握り鮨等を
収容する鮨用包装容器は、合成樹脂シートから成形され上げ底状の底部が略平坦面をなす
皿型の容器本体と、透明な合成樹脂シートから成形され容器本体に被せる蓋体とから構成
されており、鮨を１個づつ斜めに複数行、複数列に行列配置して収容する例が見られる。
【０００３】
　こうした鮨用包装容器に収容される鮨は、陳列されているときには問題にならないが、
持ち運びする際には、その振動や容器の傾きによって位置ずれを起こし、容器の片側に片
寄ってしまったり、場合によってはひっくり返ってしまったりと、収容状態が乱れて見栄
えが悪くなってしまうことがあった。
【０００４】
　こうした問題を解決する技術として、特開２００２－９５４２９号公報（特許文献１）
には、収容される鮨の下部がほぼ丁度入る比較的浅い凹部を容器本体に設けて位置決めで
きるようにし、蓋体にも鮨の上部を収容できる下方向きに開口した凹部を設けて、収容さ
れる鮨を個装状態に保持する技術が記載されている。
【０００５】
　この発明では、鮨ごとに収容される凹部が容器本体に形成されるため、鮨ずれは起きに
くくなるものの、鮨の下部が容器本体に埋もれてしまい、店頭に陳列されるときから鮨が
小さく見えてしい見栄えが悪くなっていた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００２－９５４２９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであり、持ち運びされても収容される鮨の位置
ずれを起こしにくい鮨用包装容器の容器本体を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　すなわち、複数の鮨を収容する容器本体と、外部から鮨を視認可能で容器本体に被着さ
せる蓋体とからなる鮨用包装容器における容器本体について、鮨を載置する底面部に、１
個づつ斜めに行列配置させる鮨の間に入り込む上向き突出部であって底面部からの突出高
さを０．５ｍｍ～１５ｍｍ、より好ましくは２ｍｍ～１５ｍｍとして鮨のスライド移動を
防止する鮨止突起を形成したことを特徴とする容器本体を提供する。
【０００９】
　複数の鮨を収容する容器本体と、外部から鮨を視認可能で容器本体に被着させる蓋体と
からなる鮨用包装容器における容器本体について、鮨を載置する底面部に１個づつ斜めに
行列配置させる鮨の間に入り込む上向き突出部であって底面部からの突出高さを０．５ｍ
ｍ～１５ｍｍ、より好ましくは２ｍｍ～１５ｍｍとして鮨のスライド移動を防止する鮨止
突起を形成したため、持ち運びする際の振動や容器の傾きがあっても、鮨が鮨止突起で規
制されるため、容器の片側に寄ってしまったり、ひっくり返ってしまったりし難くするこ
とができる。
【００１０】
　こうした鮨止突起は、上向き突出部であって隣接する鮨の鮨間を表示する仕切突起とは
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別に形成することができる。仕切突起は鮨止突起と同様に上向き突出部として形成されて
いるものであっても、隣接する鮨間の位置を表示できれば良く、突出高さを低く抑えるこ
とができる一方で、鮨止突起は鮨の移動を防ぐために突出高さを鮨が動かないような高さ
とする必要があるからである。
　したがって、鮨止突起は仕切突起よりも上方に突出しているものとすることが一態様で
あり、鮨止突起を仕切突起よりも上方に突出させれば、仕切突起に鮨止め機能が認められ
ないときでも、鮨止突起で確実に鮨止めを行うことができる。
【００１１】
　鮨止突起が短辺部分で隣接する鮨のその鮨間に入り込む突出部であり、仕切突起が長辺
部分で隣接する鮨のその鮨間を表示する突出部とすることができる。
　鮨止突起が短辺部分で隣接する鮨のその鮨間に入り込む突出部であり、仕切突起が長辺
部分で隣接する鮨のその鮨間を表示する突出部としたため、一の鮨止突起が容器本体に対
する平面視で、上下方向だけでなく左右方向に対する明確な鮨止め機能を発揮させること
ができる。
【００１２】
　鮨止突起を仕切突起から離間して形成しても良い。鮨止突起を仕切突起から離間させた
ため、鮨止突起を仕切突起から離間させずにくっつけた場合と異なり、鮨配列の自由度を
増大させることができる。鮨止突起といえども鮨間の境界を明示することから仕切突起と
しても機能を有するため、仕切突起と鮨止突起とが離間せずにくっついていると鮨の配置
位置がとても分かりやすい。ところが、鮨の数を減らす場合や、鮨以外の品物を入れるよ
うな場合等に盛りつけ変更をするときもある。こうした場合には鮨止突起と仕切突起とが
一連にくっついていると鮨間がはっきりと区切られており、この区切りに逆らって盛りつ
けることがし難くなる。これに対して鮨止突起が仕切突起から離間して形成されていると
、仕切突起の位置に拘束されずに配置変更がし易くなる。
【００１３】
　鮨止突起を短辺部分で隣接する鮨に対して長辺部分で隣接する鮨のその長辺に接触する
ように構成できる。鮨止突起が、短辺部分で隣接する鮨に対して長辺部分で隣接する鮨の
その長辺に接触する突出部としたため、鮨の長辺に沿う方向だけでなく、鮨の短辺に沿う
方向でも鮨止突起に鮨が当たることになり、鮨の移動をよりし難くすることができる。
【００１４】
　個々の鮨止突起が底面部から立て壁状に突出した形状であり、隣り合う鮨止突起どうし
が平面視で平行四辺形の対向する２辺に位置するように配置することができる。
　個々の鮨止突起を底面部から立て壁状に突出した形状とし、隣り合う鮨止突起どうしを
平面視で平行四辺形の対向する２辺に位置するように配置したため、鮨の短辺部分を鮨止
突起の壁面に当てる一方で別の鮨の長辺部分をこの鮨止突起の端部に当て易い配置となる
。そのため、鮨の移動が起こりにくい容器本体とし易い。
【００１５】
　底面部の周縁に壁部を設け、蓋体に係合する蓋体受け部よりは一段低く、鮨の下部に接
触可能な周縁段部をこの壁部に形成することができる。
　底面部の周縁に壁部を設け、蓋体に係合する蓋体受け部よりは一段低く、鮨の下部に接
触可能な周縁段部をこの壁部に形成したため、握り鮨の場合はしゃりの部分をこの周縁段
部に当てることで、鮨止突起とともに鮨の移動を起こしにくくすることができる。
【００１６】
　底面部から下向きに突出する脚部であって、この脚部のうち底面部の一の対角上の角縁
には底面部の二辺に渡る角脚部を形成し、他の対角上の角縁近傍には底面部の長辺に沿う
辺脚部を形成することができる。
　底面部から下向きに突出する脚部を設けたため、上げ底状に鮨を盛りつけることができ
、鮨用包装容器に高級感を与えることができる。また、底面部の一の対角上の角縁には底
面部の二辺に渡る角脚部を形成し、他の対角上の角縁近傍には底面部の長辺に沿う辺脚部
を形成したため、鮨を載置する底面部を上げ底状に安定的に置くことができる。そして、
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脚部を角脚部と辺脚部とで構成したため、容器本体の安定感と強度とをともに実現するこ
とができる。
【００１７】
　底面部と脚部との境界全体に底面部より上向きに突出するせき部を設けることができる
。底面部と脚部との境界全体に底面部より上向きに突出するせき部を設けたため、脚部の
底に溜まった水分を底面部の方に流れにくくすることができる。また、底面部に溜まった
水分を脚部に流れにくくすることができる。また、脚部と底面部との境界での強度を高く
保ち壊れにくい容器本体とすることができる。
【００１８】
　底面部の周縁に蓋体に係合する蓋体受け部を設け、その蓋体受け部の四隅がその四隅の
近傍よりも上側に位置するように形成することができる。底面部の周縁に蓋体に係合する
蓋体受け部を設け、その蓋体受け部の四隅がその四隅の近傍よりも上側に位置するように
形成したため、対角上の角を両手で押すことで蓋体を容器本体から容易に取り外すことが
できる。また、四隅が上側に位置することで鮨用包装容器に高級感を付与することができ
る。
【００１９】
　さらに、複数の鮨を収容する容器本体と、外部から鮨を視認可能で容器本体に被着させ
る蓋体とからなる鮨用包装容器について、容器本体が前述の容器本体であり、蓋体が容器
本体に収容される鮨の上方を覆う天井部に、鮨間に入り込む下向き突出部を有する蓋体で
あって、平面視で蓋体に設けた下向き突出部と容器本体に設けた上向き突出部とが重なる
位置に形成されていることを特徴とする鮨用包装容器を提供する。
　蓋体にも鮨間に入り込む下向き突出部を設けており、容器本体に設けた上向き突出部と
の両方で鮨を上下から挟むため、鮨の移動を抑えることができる。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明の鮨用包装容器の容器本体によれば、持ち運びする際の振動や容器の傾きがあっ
ても、鮨が容器の片側に寄ってしまったり、ひっくり返ってしまったりする鮨ずれを起こ
しにくくして見栄えの良い状態を保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】鮨用包装容器における容器本体の平面図である。
【図２】図１の正面図である。
【図３】鮨用包装容器における蓋体の平面図である。
【図４】別の実施形態における容器本体の平面図である。
【図５】また別の実施形態における容器本体の平面図である。
【図６】さらに別の実施形態における容器本体の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
　図１、図２には複数の鮨を収容する容器本体１０を、図３にはこの容器本体１０に被着
させる透明な蓋体３０を示す。鮨用包装容器１はこの容器本体１０と蓋体３０とから構成
される。
【００２３】
　図１で示すように容器本体１０は、平面視で略長方形状とされ、鮨を載置する底面部１
１は、この底面部１１から下向きに突出する脚部１２によって上げ底状に形成されている
。また、底面部１１には、鮨の間に入り込む上向き突出部１４を設けており、鮨のスライ
ド移動を防止する鮨止突起１５と、隣接する鮨の鮨間を表示する仕切突起１６とに分けて
形成されている。
　底面部１１の端となる周縁には壁部１７を有し、この壁部１７には蓋体２に係合する蓋
体受け部１８と、蓋体受け部１８の内側に蓋体受け部１８よりは一段低い周縁段部１９が
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形成されている。さらに、底面部１１と脚部１２の境界には上向きに突出するせき部２０
が形成されている。　
【００２４】
　図１で示す実施形態では、１０個の鮨１３を収容できるように作られた容器本体１１で
あり、斜めに５個（５列）並べた鮨を２段（２行）に置くことができるように上向き突出
部１４が設けられている。即ち、上向き突出部１４のうち図１で示した仕切突起１６ａは
、左上から右下向きの線状に形成されて、一定間隔をもって配置され、後述する鮨止突起
１５ａの周りに１０個形成されている。この仕切突起１６ａは直方体形の一般的な握り鮨
の長辺部分で隣接する鮨のその鮨間を表示している。一方、鮨止突起１５ａは、右上から
左下向きの線状に形成されて一定間隔をもって配置され、底面部１１の中央部分に横方向
に４つ並んで設けられている。換言すれば、個々の鮨止突起１５ａは底面部１１から立て
壁状に突出した形状として構成され、隣り合う鮨止突起１５，１５どうしが平面視で平行
四辺形の対向する２辺に位置するように配置されている。仕切突起１６や鮨止突起１５で
囲まれた中に握り鮨を置けば、斜めに置かれた１個づつの鮨が行列配置する綺麗な盛りつ
けができるようになっている。
【００２５】
　こうした仕切突起１６は、個々の鮨１３を配置する目安または境界を示す表示であるた
め、上向き突出部１４であるといえども、底面部１１から僅かに隆起したものとなってい
る。しかしながら仕切突起１６は、仕切りを表示できれば良く、場合によっては上向き突
出部１４として形成せず、下向きに凹んだ凹部としたり、凹凸を設けずに印刷表示したり
することも可能である。むしろあまり突出して設けると、鮨の端が仕切突起１６にかかっ
ただけで鮨が傾いたりするおそれがあるため、鮨を起きにくく作業性が劣ってしまう。ま
た、鮨の大きさも制限されるため、あまり突出させない方が好ましい。但し、あまり突出
させない仕切突起１６といえども突出することによる鮨止め機能が全く生じないこともな
いから、上向き突出部１４として形成する態様は好ましい。
【００２６】
　一方、鮨止突起１５は、直方体形の一般的な握り鮨の短辺部分で隣接する鮨１３ａ，１
３ｂのその鮨間に入り込み、鮨１３ａ，１３ｂがスライドしようとしてもこの鮨止突起１
５ａに当たって移動できないような高さに形成されている。具体的には、その高さＬ１は
、収容された鮨１３の高さの１／５～１／２の高さとなるように形成されることが好まし
い。１／５より低いと鮨が動いてしまい易く、１／２を超えると鮨間から鮨止突起１５ａ
が見えてしまい、あまり見栄えが良くないからである。通常の鮨の大きさを考慮すると、
０．３ｍｍ～１５ｍｍが好ましく、２ｍｍ～１５ｍｍがより好ましい。０．３ｍｍ～１５
ｍｍとすれば小さめの鮨にも対応できるからであり、２ｍｍ～１５ｍｍとすれば一般的な
握り鮨の大きさに対応できるからである。なお、この鮨止突起１５ａの高さは後述する鮨
止突起１５ｂ、１５ｃでも同様である。
【００２７】
　図１で示すように、鮨止突起１５を仕切突起１６とは区別するように、鮨止突起１５を
仕切突起１６から離間して形成することができる。通常、鮨１３は、図１で示す鮨１３ａ
，１３ｂ，１３ｃのような位置に置かれるが、鮨止突起１５と仕切突起１６とが離れてい
ることから鮨止突起１５に沿って鮨の長手方向が位置するように、即ち、鮨１３の長手方
向が仕切突起１６と交差する方向に盛りつけても盛りつけし易い。
　また、図１で示す鮨止突起１５ａは、短辺部分で隣接する鮨１３ａ，１３ｂに対して長
辺部分で隣接する鮨１３ｃのその長辺に接触するものとなっている。したがって、この鮨
止突起１５ａは、鮨１３ａ，１３ｂに対しては図１の上下方向の移動に対して規制を与え
、鮨１３ｃに対しては図１の右方向への移動に対して規制を与えるようになっている。
【００２８】
　底面部１１の周縁には壁部１７が設けられており、この壁部１７には蓋体受け部１８と
周縁段部１９が形成されている。蓋体受け部１８は、後述する蓋体３０の水平張出部３２
ａと接して蓋体を支持する部位である。蓋体受け部１８の四隅は、その四隅の近傍から徐
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々に上側に高くなった最高点に位置している。周縁段部１９は、底面部１１と蓋体受け部
１８の間にあって、蓋体受け部１８より一段低く、蓋体３０に接触しないように形成され
ており、鮨を収容したときには、側壁１７側での鮨の移動防止用の鮨止めとして機能する
。
【００２９】
　脚部１２は、底面部１１の周縁で下向きに突出して形成される。この脚部１２は底面部
１１の一の対角上の角縁では、容器本体１０の長辺部分と短辺部分二辺に渡る平面視で略
Ｌ字状の角脚部１２ａとして形成され、他の一の対角上の角縁近傍の長辺部分ではその長
さ方向に沿う平面視で略棒状の辺脚部１２ｂとして形成されている。
　こうした脚部１２は、下方に突出するため、ガリや醤油袋を収容するのにも利用できる
。
【００３０】
　底面部１１と脚部１２との境界部分には底面部１１より上向きに突出したせき部２０を
有している。せき部２０は４つの脚部１２と底面部１１の間の全体にわたって形成されて
いる。
【００３１】
　図３で示すように、蓋体３０は鮨の上方を覆う天井部３１と、容器本体１０と係合する
フランジ部３２と、そして天井部３１からフランジ部３２に至る側面部３３とから構成さ
れており、下方に開口した伏凹形に成形され、容器本体１０に対し被着自在とされている
。
　側面部３３の下端外周に設けたフランジ部３２は、外方に延びる水平張出部３２ａと、
その水平張出部３２ａの外端より下方に折曲延成された垂下縁３２ｂとからなる断面釣形
状に形成されており、このフランジ部３２の水平張出部３２ａが容器本体１０の壁部１７
に設けた蓋体受け部１８の上面に接し、かつ垂下縁３２ｂが蓋体受け部１８の外周に嵌合
した状態で被着されるようになっている。
【００３２】
　天井部３１は、鮨１３が見やすいように一般的には平板状としているが、図３で示すよ
うに、鮨間に入り込む下向き突出部３４を形成してもよい。この下向き突出部３４の突出
深さは鮨止突起１５の高さ程度に鮨の上部から鮨間に入り込む深さに形成することが好ま
しい。また、下向き突出部３４の位置は容器本体１０に形成した鮨止突起１５や仕切突起
１６に合わせて形成することが好ましい。すなわち、平面視で蓋体３０に設けた下向き突
出部３４と容器本体１０に設けた上向き突出部１４とが重なる位置に形成することが好ま
しい。上下の突出部１４，３４で鮨を挟むことでより動き難くすることができる。
【００３３】
　容器本体１０や蓋体３０は何れも合成樹脂製のシート材から真空成形や圧空成形等の熱
成形の手段を利用して成形できる。蓋体３０は中味の鮨１３が見えやすいように透明で曇
りにくい合成樹脂材が用いられる一方で、容器本体１０はその表面に種々の装飾がなされ
ることが好ましく不透明材であって良い。
　容器本体１０や蓋体３０の材質には、例えば、ポリスチレンやポリスチレンを主体とす
る共重合体等のポリスチレン系樹脂、ポリエチレンやポリプロピレン、オレフィンを主体
とする共重合体等のポリオレフイン系樹脂、ポリエチレンテレフタレート等のポリエステ
ル系樹脂、その他の各種の熱成形可能な合成樹脂が挙げられる。
【００３４】
　上記した鮨用包装容器の容器本体１０に鮨を盛りつけるには、仕切突起１６の間に鮨を
一つづつ置くようにすれば良く、誰でも簡単に盛りつけ位置を特定することができる。ま
た、盛りつけ後には仕切突起１６は低い突出部であるため見えにくく、鮨止突起１５は仕
切突起１６よりも突出しているもののしゃりを覆う鮨だねに隠されてやはり見えにくくな
る。ガリや醤油袋は底面部１１の角に設けた角脚部１２ａを形成する凹部に入れることが
できる。こうして見栄えを損なわずに綺麗に鮨の盛りつけが完了する。
【００３５】
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　鮨を盛りつけた鮨用包装容器が運搬されるときには、容器本体１０の短手方向への鮨ず
れを起こす振動や傾きに対しては、鮨の一方側では鮨止突起１５で押さえられ、他方側で
は周縁段部１９で押さえられて鮨が動きにくくなっている。このときしゃりが鮨止突起１
５に当たっていても鮨だねは鮨止突起１５に当たりにくい位置にあるため鮨だねは新鮮に
保たれる。同様に、周縁段部１９でもしゃりが当たっても鮨だねは当たりにくいため鮨だ
ねが新鮮に保たれる。容器本体１０の長手方向への鮨ずれを起こす振動や傾きに対しては
、鮨の一方側では鮨止突起１５の端部分にしゃりが当たることで押さえられ、他方側では
周縁段部１９で押さえられて鮨が動きにくくなっている。鮨止突起１５や周縁段部１９へ
鮨だねが当たりにくいのは短手方向の場合と同様である。よって、持ち運びされた後でも
見栄えの良い綺麗な配置状態が保たれる。
【００３６】
　蓋体３０を容器本体１０から外すときには、容器本体１０の四隅が上側に高く位置して
いるため、一の対角上の角を下側に押し込むことで簡単に蓋体３０を外すことができる。
また、底面部１１から脚部１２が下向きに突出しているため、この蓋体３０の取り外し作
業がし易いことに加えて、鮨を食べるときには盛り台に盛りつけたような高級感を味わう
ことができる。ガリからは水分が出ることがあるが、脚部１２に入れられたガリから出る
水分は脚部１２の底に溜められ、また、せき部２０が水分の流れだしを防ぐため、しゃり
をぬらさずにおいしく鮨をいただくことができる。せき部２０は、これとは反対に底面部
１１から脚部１２への水分の移動も防止するため、醤油を底面部１１に垂らしても脚部１
２に流れ込むことがなく、万が一醤油皿が無く底面部に醤油を垂らす場合にも便利である
。
【００３７】
　図４には鮨止突起１５が相違する別の実施形態である容器本体４０を示す。図４で示す
鮨止突起１５ｂは、図１で示す鮨止突起１５ａが立て壁状に突出しているのに対し、円錐
台状に突出している点で形状が相違している。また、鮨止突起１５ｂは一の鮨止突起１５
ａの両端にあたる位置に二つ設けられている点で個数が相違している。鮨を置く位置は図
１で示す容器本体１０と同様である。
　例えば図４の鮨１３ａ，１３ｂ，１３ｃの略中心に位置する鮨止突起１５ｂは、短辺部
分で隣接する鮨１３ａ，１３ｂに対して長辺部分で隣接する鮨１３ｃのその長辺に接触し
ている。また、短辺部分で隣接する鮨１３ａ，１３ｂの間に位置してそれぞれの鮨１３ａ
，１３ｂに接触している。そのため、鮨１３ａ，１３ｂに対しては図４における上下方向
の移動を規制し、鮨１３ｃに対しては図４における右方向の移動を規制している。
　円錐台状に突出した鮨止突起１５ｂは、突出部分の表面積が鮨止突起１５ａよりも少な
く、鮨を盛りつけた状態で外部からより鮨止突起１５を見えにくくする点で好ましい。
【００３８】
　図５には鮨止突起１５と仕切突起１６とが離間せずにくっついて一体となった別の実施
形態である容器本体５０を示す。図５で示す鮨止突起１５ｃと仕切突起１６ｃは、仕切突
起１６ｃよりも鮨止突起１５ｃが上方に突出している点で図１の鮨止突起１５ａや１６ａ
と同じである。
　この実施形態の容器本体５０では、鮨止突起１５ｃと仕切突起１６ｃで明確に鮨間が表
示されているため、鮨を置く位置がわかりやすい反面、鮨の起き位置を変更する場合には
、変えた位置に置きにくいという特性を有している。
【００３９】
　図６には仕切突起１６を設けない別の実施形態である容器本体６０を示す。仕切突起１
６が無くとも鮨止突起１５ａが仕切突起１６の機能も兼ねるため、それほど迷わず鮨を所
定位置に配置することができる。
【００４０】
　なお、上記実施形態やその変形例で示した例は例示であり、こうした形態に限定される
ものではなく、本願発明の趣旨に反しない任意の変更形態を含むものである。即ち、上記
実施形態で示した一部の構成を含まなかったり、別の公知の構成を含んだり、代替したり
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示す鮨止突起１５ａの代わりに設けるような態様や、図１で示す容器本体１０に脚部１２
を設けずに上げ底としない態様なども当然本願発明の範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　　鮨用包装容器
　１０，４０，５０，６０　　容器本体
　１１　　底面部
　１２　　脚部
　　１２ａ　　角脚部
　　１２ｂ　　辺脚部
　１３　　鮨
　１４　　上向き突出部
　１５，１５ａ，１５ｂ，１５ｃ　　鮨止突起
　１６，１６ａ，１６ｃ　　仕切突起
　１７　　壁部
　１８　　蓋体受け部
　１９　　周縁段部
　２０　　せき部
　３０　　蓋体
　３１　　天井部
　３２　　フランジ部
　　３２ａ　　水平張出部
　　３２ｂ　　垂下縁
　３３　　側面部
　３４　　下向き突出部
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